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第5掴衛生工学シンポジウム
1997.11北海道大学学術交流会舘

5-9 下水道施設から発生する臭気の種類と対策の実状について

0高架雅之、横山静荷、締川久人、前野良史(札幌市下水道局)

1 .はじめに

札幌市の下水道事業は大正日年に本格的に稼動し，昭和 42年に倉IJ成)11処理場が運転を鰐始

して以来， 11也都市に例を見ない程の急速な発展を遂げ，現在(平成8年度末)では，総流入下

水量は日量約 106万 m:lあり，総人口普及率は 99.0%に及んでいる“この下水を処理する主要

な下水道施設として，処理場が 9ヶ所，ポンプ場が 17ヶ所，またこの勉，汚泥を集中焼却す

るスラッジセンター，汚泥の発酵堆肥化を行うコンポスト工場などがあるH

これらの擁設の多くは，建設当時は住宅地から離れた郊外に位置していたが，都市化が進ん

だ現在では周辺が全て住宅地になっているところも少なくないH このような状況の中，下水道

施設罵辺における臭気対策は都市需題の重要な課題のひとつとなっている“本市下水道局で7士，

これらの施設の臭気対策として，脱臭施設の設置等の対策を講じているが，今回，その実状に

ついて紹介するけ

2. 下水道施設から発生する臭気

2. 1臭気の種類

懇臭防止法

において規輔

されている物

質のうち，下

水道施設に関

連深いものは，

アンモニア，

メチルメルカブタン，硫化水素，硫化メチル，二硫化メチルの 5物質であるけこれらの特徴は

-1のとおりであるい

下水処理施設で、の悪臭発生源は大きく水処理系と汚泥処理系のこつに分けられる什

2.2水処理系呉気

表-1 下水道施設からの悪臭物質

名 称 化学式 性 震 分析法

アンモニア NHa 塩基性，蜘i激~ ほう酸吸収-.(ンド7工/叩M:去

メチルメルカプ書ン CHaSH 酸性，腐った蕊ねぎの集い

硫化水素 H2S 中性，腐った卵の臭い ガスクロマトグラフ法

衡化メチル (CHa) 2S 中性，腐ったキャベツの集い 検出器 FPD

ニ硫化メチル (CHa) 2S2 中性，腐った野菜の臭い

水処理系の処理工程と各工程での臭気強度を罰-1 ，こ示すH

水処理系では下水そのも

じむZidzr流入→|沈号、地|→i品|-blfJJf|→lJ塾|→放流
ていないので，昔のドブ臭

はしない"トイレ，風呂場，

台所の排水が混ざり合った

ような臭いであるH

腐敗臭(硫化水素臭)が

多少するのは，下水中の毘

形物が沈殿，堆積する沈砂

地，最初沈殿油である打特

に夏場は嫌気化が進み，奥

4 

n
d
 

臭

気

強

度

。
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図-1 水処理系工程とその臭気強度
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気が増すρ エアレーションタンクでは，かび呉のような活性汚泥の臭いがするH

水処理の工視により臭いは変化し，最終沈殿地から前)11 へ放流されるときには，多少の臭い

は残るが気にならない程度lこまで減少しているυ

2.3汚泥処理系臭気

汚泥処理系の処理工穂と

各工程での臭気強度を鴎-

2に示すけ

下水汚泥を処理する段階

で発生する臭気は，水処理

系に比べ奥いは強いい汚泥

の濃縮槽，貯留槽は嫌気環

境のため硫化水素呉が強いけ

また，本市では汚泥処理に，

消石灰と境化第二鉄を加え脱

水する薬住方式と，汚泥を

200"Cに加熱して脱水する熱

処理方式の二つの方式を採用

しているけ発生する臭気もそ

れぞれの方式で異なっているい

薬注方式の場合はアンモニ

ア奥が強く，ときには目を刺

激することもある‘ これは汚

泥に消石灰を加えることによ

し回→回→困→献HE11ストイヒ

最終沈殿il!!

4

3

 

臭

気

強

度

濃縮II 貯留穏 脱水機室{熱処淫} 脱水機蜜(llfi注) ヨシ車川発E事館

部一 2 汚泥処理工程とその臭気強度

りpllが上昇し，次式の平衡が右側に進みアンモニアが発生するからであるい

( NH4' + OH = (NH40H) 口 NH3 i + H?，O) これは水中のアンモニア性窒素
を除去する水処理方式で、あるアンモニア・ストヲッビング法の原理と閉じである

熱処理方式の場合は，コーヒーを焦がしたような臭気である 1 特に熱濃縮槽，熱貯留槽ω臭

気は強烈であり，服や髪についた臭いは，なかなかとれづらいい

また，汚泥の発酵堆肥化を行っているコンポスト工場では，汚泥の発酵過穫において有機物

である蜜自質や脂肪が分解する際に次式の反応によりアンモニアが発生するい

( CxHyNzOp + a02→ CuHvNwOq + bCO?， + dH?，O + eNH3 i ) 

3. 奥気対策〈脱奥方法・設備)

3.1脱臭方法

本市では，気候的特徴が積雪寒冷地であることから，設備の凍害防止等を毘的とした上屋形

式の覆蓋が埋立地を除き全ての施設になされている，これは，臭気を封じ込めるという防奥ω

基本的な機能を兼ね備える結果となっているい臭気濃度の低い水処理系の紡呉対策は，現在，

基本的にこの施設構造によるところが大きいいまた，臭気濃度の高い汚泥処理系，コンホスト

工場は計極的に本格的脱臭装置を導入し，対策を講じているところであるけ以下にその処理方

法を列記するも

(1)焼却

焼却炉を持つ熱処理系の処理場で、採用しており，臭気強度の高い空気を焼却炉の空気棟、とし
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て使用し，燃焼により脱臭を行っている。

(2)水洗浄

臭気物質を水に接触，溶解させて除去するのアンモニアなどの水に溶けやすい物質のi除去に

適しているH 前処理として鋭の脱臭方法と組み合わせることが多いυ 本市では2処理場で採用

している他，コンポスト工場で採用している，

(3)酸洗浄

臭気物質を強酸に接触させ中和反応で!除去するのアンモニアのような塩基性物質に有効であ

るH 本市ではコンポスト工場で硫酸を用いた装置を採用しているけ

(4)次亜塩素酸ナトリウム洗浄

臭気物質を次藍壌素酸ナトリウムに接触させ酸化反応で除去する"本市では I処理場，コン

ポスト工場で採用している。

(5)オゾン処理

臭気物質をオゾンの酸化作用で分解捺去するの低濃度で大量の悪臭物質に適するが，アンモ

ニアには不適であるυ 本市では

l処理場で採用しているの

(6)活性炭吸着

臭気物質を活性炭に過し，物

理化学的吸着によって除去するの

希薄な臭気に適しているので脱

臭の仕上げに用いるn 本市では

l処理場で採用している，

(7)生物脱臭

臭気物質を微生物の作用によ

って吸着および酸化分解するh

本市では l処理場の汚泥系臭気

の税奥に用いており，生物系の

祖体には木質系炭素を，微生物

思11養には下水処理水を使用して

いるけ

(8)活性汚沼処理

エアレーションタンク供給用

の空気棟、の中に汚泥系臭気を混

入させ，活性汚泥により臭気物

費を酸化分解させる什従来の施

設をそのまま利用でき，設備費，

維持管理費ともに安価であるた

め，本市の大部分の処理場で採

用している

3.2本格的脱臭装置

上記各脱臭方法を採用した，

下水処理から独立した本格的脱

実装置は現在三つの摘設に設置
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図-3 鋭奥装置フロ…
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されている。それらのフローを図-3に示す。

(1)豊平JlI処理場

豊平川処理場は住宅地に近く，汚泥熱処理で独特の英気が発生するため臭気苦情が多いいそ

の対策として昭和 61年に(水洗浄十オゾン十活性炭吸着)装置が，昭和 63年には(次亜塩素

酸ナトリウム二段洗浄十水洗浄÷活性炭吸着)装置が設置されたり

(2) コンポスト工場

コンポスト工場では，処理場から発生する脱水ケーキを発酵させることによりコンポスト(発

酵汚泥肥料)を生産している。発酵中の汚泥を撹持する際に5齢、臭気が発生するため，昭和 6:~

年に脱臭装置を設置した。

(3)割成川処理場

平成7年，創成川処理場lこ担体充填式生物脱臭装置を設置したけ上述の薬液洗浄やオゾン処

理等に比べてランニングコストが低くメンテナンスフリーであることが特徴であるの

4.脱臭効果

本市下水処理施設の各本格的脱臭装置のi除去効率を表-2にまとめたけ

各施設とも，ほとんどの物質が 90%以上の除去率であり，良好に機能している。コンポスト

工場のメチルメノレカブタンとこ硫化メチルの除去率が 90%を下回っているが，これは開設当

初に異常に高い値が何度か検出されたためで，その後は良好に運転しているの

生物脱臭装置は硫化メチルの除去率がやや惑いが，これは冬季開に脱臭能力が若干低下する

ためであるい

表-2 脱臭装置実績

量ぐ:
愛平)11処壊場 コンポストヱ場 ~J成川処理犠

水十オゾン+活性炭 次更+水十活性隊 水十磁隊+次箆 生物脱臭

原呉 処理臭徐去率 原臭 処理臭除去率 原泉 処理臭除去家
時処理呉等調

アンモーア 一一一 3. 11 O. 11 96.8覧
3 9 0 3 s 9 9 。71% 唱彊 21 0.1 

メチルメルカブタン 0.06810.00071 99.0覧 0.261<0.00021100.0出 0.321 0.0331 89 0.031410.00221 93.0覧

硫化水素 0.0610.00271 95.5也 0.341 <0.0021100.0百 0.00211 <0.0021 100 0.011410.00081 92.8出

硫化メチル 0.007 く0.001 100.0覧 0.3 <0.001 100.0百 0.11 0.0053 95.2部 0.0247 0.0044 82.4見

二硫化メチル 0.016 0.0013 91. 9百 0.63 0.005 99.2桔 1.1 0.27 75.5覧 0.0528 0.0026 95.1克

(釜平)11処緩場:863.10ω付1.10，コンポスト工場:863. 4-H3. 8，創成)11処理渇:H7.トH8.7のデータの平均。単位 ppm)

また，活性汚搾による脱臭実績を表-3に

示す。メチノレメルカブタンは 89%，二硫化メチ

ル 75%と高い除去率であり，アンモニアは

52%，硫化メチルは 40%と半分程度の除去

率であった(手稲処理場の例。

5. おわりに

表-3 活性汚泥脱臭実績

フロワ 4系列国 AT 4系列13

排出鐙(kg) 排出量(kg)

アンモーア 108.6 51. 8 

メ予ルメ晶古7.~ ，) 0.9 0.1 

統11::71<索 0.0 0.0 

fi化メチル 1.5 O. 9 

二統化メチ)l- O. 8 O. 2 

除去率

52.3% 

88.9出

40.0出

75.0% 

以上のように，本市下水道施設の鋭臭装置は良好に機能しており，満足の行く結果を得てい

る。今後はこのような「脱臭j だけでなく，汚泥圧送による汚泥処理の集中化という「消臭j

の富からも臭気対策を進めていく予定であるの

また，ハード的な臭気対策だけではなく，ソフト(感覚的，心理的)的な対策についても力

を入れている。市民に下水処理施設の役割を理解してもらい，親しみをもってもらために処理
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場への見学者の受け入れや処理場の敷地や池輔の上部を利用して作られた野球場，テニスコー

ト，パークゴ、ノレフ場等の市畏への開放を行っている，吏に，住宅地に近い新)11，豊平川，伏古

) 11，茨戸の各処理場では付近住畏を対象としたフェスティパルと銘打ったお祭りを毎年間鑑し

ており，金魚すくい，ヨーヨーすくい，クイズ大会，処理場見学等といった催しを行い好評を

博しているH また，今年の 5月には，楽しく遊びながら下水道事業への理解が深まることを目

的とした下水道科学館がオープンし，大人から子供まで楽しめる施設として連日販わいをみせ

ているH

これからも，ハード・ソフト両面から臭気対策を行い，住畏から愛される施設となるよう努

めていきたいH
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